
東日本大震災による公共土木施設災害復旧事業説明会（水尻川・志津川登米線）

平成 年 月 日 ～

南三陸町役場会議室

南三陸町志津川地区住民及び地権者　約70名出席

１．説明会の目的

２．住民からの質問・意見

①買収範囲から残った残地について補償できるのか？

②水尻の断面図での高さ設定は計算なのか？内容は公表していないのか？

③現地にピンク色と黄色の杭が入っているが何なのか？

３．気仙沼土木事務所からの回答

①現在境界を復元させてもらっています、その後買収に必要な範囲を提示させて頂きます。

②過去の津波の痕跡高とシミュレーションで検討しています。

　明治三陸は中央防災会議モデル、宮城沖連動型は宮城県地震災害モデル等でシミュレーションを

　行っています。それぞれの条件は公表されていますが、どの程度の内容かは不明です。

③ピンクの杭は境界杭で、黄色は仮ではありますが河川堤防の影響範囲がわかるようにしています。

南三陸町志津川地区水尻川・志津川登米線を対象として開催した災害復旧事業説明会概要

場　所

件　名

日　時 24 10

出席者

　志津川地区に係わる、水尻川の河道計画とそれに合わせた志津川漁港海岸、県道志津川登米
線の復旧計画の説明及び各事業への御理解と御協力を求めました。
（次回は詳細設計を行い、買収範囲が確定した段階で説明会を開催予定です。）

概　要

（月）15 17:00 18:30

説明会の状況水尻川 標準断面図
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